
植 手 市 震 業 委 員 会 だ よ り No 16

平成 26年 1月 から
堂 記帳虫帳鷺銘の保岳制度の対象諸が拡大さい

■事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳 ・帳簿等の保存制度につい

て、平成26年1月から対象となる方が拡大されます。

※現行の記帳 ・帳神等の保存付1度の対象者は、白色申告の方のうち前々年あるいは前年分の事業所得等の

金額の合計額が300万円を超える方です。

◆対象となる方

事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

※所得税の申告の必要がない方も、記帳 ・帳簿等の保存制度の対象となります。

◆記帳する内容

売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載しま

す。記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめ

て記載するなど、簡易な方法で記載してよいことになっています。

◆帳簿等の保存

収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って

作成した帳簿や受け取った請求書 ・領収書などの書類を保

存する必要があります。

【帳簿書類の保存期間】

記帳 ・帳簿の保存制度の詳細については、国税庁ホームページ(httpノ/wwW nta gO打p)

の 「個人で事業を行つている方の帳簿の記載 ・記録の保存について」をご覧いただくか、

最寄りの税務署 (横手税務署a32-6090)に お電話いただき、自動音声にしたがつて 「2」

を選択後、所得税担当までお問い合わせください。

保 存 が 必 要 な も の

収入金額や必要経費を記載 した帳簿 (法定帳簿)

業務に関 して作成 した上記以外の帳簿 (任意帳簿)

決算に関 して作成 した棚卸表その他書類

業務に関 して作成 し、又は受領 した請求書、納品書、送り状、領収書など
の書類
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私たちは次の地|とを担当しています r

農地パ ト回―ルの様子

開会あいさつをする高瀬会長

い十■    よ つひろ

泉  満 廣 (平鹿)

新農業委員

就   任

平成25年7月 1日付

秋 田広域共済組合

推篇 の農業委 員が

次のとおり就任 しま

した。

大雄地区 山内地区 十文字地区 大森地区 雄物川地区 平鹿地区 増田地区 横手地区
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